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Unified Study of Kinetics and Dynamics on the Elementary Processes in Collisions of 
Vibrationally Excited Molecules 
( 振動励起分子の衝突素過程に関する速度論と動力学の融合研究 ) 






論)に及ぼす影響を解明するため，1) 振動励起 OH ラジカルの He による緩和過程，2) 振動
励起 OHラジカルと COの化学反応，および 3) 振動励起 NH2ラジカルと NOの化学反応を
対象に実験研究を行った。 





した。OH(v)のHeによる振動緩和速度定数の報告例は，低い振動準位 )10( <v ではv = 2の上限
値(<10−14 cm3 molecule−1 s−1)のみである2。 
【実験】観測セル内のO3/H2/He混合気への266 nm光照射でO3を光解離(O3 → O(
1D) + O2)し，
引き続くH2との反応O(














2) OHの振動励起によるOH＋CO → H＋CO2反応の加速 
【目的】振動励起OH(v)とCOの衝突では，化学反応(OH(v)＋CO → H＋CO2)と振動緩和過程
(OH(v)＋CO → OH(v−1)＋CO)が同時に進行する。本研究では，OHの振動運動が化学反応お
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図3. NH2(v) + NO反応で生成するOH相対 
濃度のCF4濃度依存性 
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図2. OH(v)とCOの衝突による化学反応 
および振動緩和速度定数のOH振動 
準位依存性 
